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ｲﾁ騨貴跡でW蔭E暮れ､確認された楼閣とみられる建物の全体を1膳認するため、8月初めから阿村町地失

において重要遺跡確認調査を実施していました。今回の調査

では、伊勢遺跡の中心部にあたる方形区画の2重の柵の延長

部分の確認と、正方形プランのSB-10のすべての柱穴の

確認ができるものと期待していました。しかし、51次調査

において検出された､中世の桑織謹に沿った大溝が予悲
以上に大きく、大型建物のj晒隅の柱穴部分が大溝によって

切られていること力喋l明しました。大溝は幅約15mもあり

方形区画の東側部分を切っていて、柵の延長部分についても

確認することができませんでした

今回の縮によって、 3間×3間(9m×9m)の建物a
一志

未検出であった柱穴の一部が検出され、内側の柱穴配置力珊

定しました。その結果､予想どおり内側の柱穴配置は、2階

×2fS(4m×4.5m)の織拭で、外側の柱穴とは東亜

方向は対応し、閣防向は対応しないことが確認されました，

さらに、ゴ腿中央の溝の|厭約70cmと広く、布掘状とな

っていることから、j剛中央に入り口部分が想定されます。

内・外側の柱穴はともに

と考えられへSB-10は

悪

、深く大きな住力蛎

高&帳層構造の建物

えられていた

と推定したわ

けですも建吻の各辺がSI日産に東西南北を向いていることや、

独立熊住付きﾌﾙ…が検出されている伊雲賦識亦燕半部α

ほぼ中心に位f雪することから、ランドマークとなるような重

要な建＃吻であったと考えられますb方形区画の大璽勇導海群と

ともに伊勢遺跡の中心部を構成していたとみられ､今後そa

周辺部で確認調査を実施する予定ですo(伴野） ▲伊勢遺跡調査平面図
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伊勢遺跡砂調査甥57次調奇

阿村町字上番目143-1番地位で工場建設に先立ち、絢，，000u1を対象に発掘語金を実施しましむそ

の結果、調査地中央から古墳時代~平安噺也繍にかけての旧河道方検出されました。旧河道の北側は、一

部に砂機層か露出していて、伊勢遺樹めなかでも最も高所にあたります。ここからは実効也断機期から古

墳時間繍にかけての竪穴住居や溝、古墳時代後期の溝などカ検出されました。また、旧河道から南側にか

けては緩やかに傾斜していて、平安時代後期~中世にかけての溝がみつかっただけで、遺構は全体に希替で

した。これらのことから、劫佳昭モ後期における伊勢遺崩め居住域の南端は、今巨験出した旧河道の北側で

あったと考えられます。なお、 7月に開催した務蹴明会で、効也附匂繍の齢制と考えられた遺構は、

その後の調査によって、竪穴住居の主柱穴の一部であったこと珂磁されました。 (/J¥島〉

霊穴住居(弥生時fti魁羽)

山田町遺跡め調査舗2次調奇

6月下旬から8月上旬にかけて、共同

住宅建築に先立ち山田町遺跡の発掘調査

を実施しました。この遺跡は、市立軍b 、
女子高校グランドの南側で昨年調査を実 、ふL

施した際に見つかったもので、今回で2 ¥ 

次回の調査となります。謁査地は、前回講(弥生附機期)

の調査地長から東ヘ約50mの地点にあ

たり、効注噺ミ中期末のムラの闘がみっ

かりました。竪穴住居2棟 (SH-1、

2)、糊1条 (SD-l)、主動柱

穴などカ検出されました。 SH-l、2

は残剰え鶴港く、床面まで10 cm:程

しか残っていませんでした。 SH-1は

4本の主柱穴を持つ、階東方形の住居に

なるとみられます。この住居からは、穴

のあいた用途不明の土製畠が出土してい

ます。 SD-lは幅約3m、深さ1.2 

mの規償で、断面偏差台形をしています。

この溝は、的年の調査で見つかった大溝

のさらに外側を巡る溝と推定されます。

今回の調査地はムラの東端にあたるよ
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う~ご遺構は希薄となっていますbしかし、SD－1の外側にも同時代頃の土壌がみつかっていて、まだ

東側にムラが広がっていることが予想されます。（藤原）
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▲山田町遺跡調査平面図

高関遺跡の調査儲3次調査）

JR琵琶湖線と中山道の間の二町町で、宅地造成に先立ち発掘調査を実施しました。東から西に向かっ

て流れる溝が検出されましたが、そのうち1本の溝は地点によってまったく異なる埋士でした。これは、

水の流れが一定していなかったの力、洪水などの災害で一気に質の違う土や砂喫が流れ込んだことによる

ものとみられます。これらの溝からは、6世紀代の須恵器や土師器の喪などが出土していますbまた、一

辺が4mほどの方形プランの遺構力戦出されていますb主柱穴等は検出されませんでしたが、竪穴住居の

可能性があります。遺物は少なく時期は不明ですが、昨年調査された隣凄地において、弥生時f磯期の竪

穴住居が2棟検出されていることから、それと同時代の住居ではないかと思われますb（大岡

の
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播磨田城遺跡の調査（第1次調査）

現在、4つ目の調査区の発掘調査を完了していますo4つ目の調査区では、．の字状の溝で4区画に区

分されていて、それぞれの内側からは溝に並行して掘立住建物跡が検出されました。建物の規模は3間×

3M(5m×5m)、3間×4間(5m×6.5m)ほどと推定されますb井戸も4基検出していて、稗

の井筒に鰯を2段から3段に組んでいます｡この調査区の東隅には､黒色の粘土がt鮪した落ち込み力黒釧且士が堆積した落ち込みが

■
■
■



出土した土器から弥生時代鯛頃に埋まったものと推定されます。（畑本）
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▲播磨田城遺跡第4調査区平面図

下之郷遣勧切調査

下之郷遺跡は、文化庁･滋賀県教育委員会の指導を得ながら、8月初旬から確認調査を進めています。

この調査は、開発に伴う事前の発掘調査と異なり、重要な造鋤切範囲を確認するために実施しているもの

です｡環濠集落の東端と推定される水田地（休耕田）で、土地所有者の協力を得て遣構険出を行っていま

す｡現在までの調査で、遺跡の最も内側にあたる環濠とその外側の態が検出されていて、当初想定して
一
一

い


